
＜サービスの質の評価に関する取り組みについての報告書＞ 

 令和２年２月 2８日に、職員全員で「自己評価チェックリスト」に基づいた話し合いを行い令和元年 

度の福祉サービス内容評価を実施しました。 

 

１、子どもの発達 

発達と援助 未満児クラスは、個々の発達を踏まえたグループ編成を行い、子ども自身の力を

十分に認めながら、一人ひとりの発達過程や心身の状態に応じた適切な援助、環

境構成を設定するよう努めた。特に２歳児クラスは、月齢にとらわれず発達に応

じたグループ分けで活動し、教育保育を提供した。各年齢において必要に応じた

個人記録（０～２歳児）や児童票は例年通り成長の経過を細かく記録した。個別

支援が必要な園児には、桂堂学園より月 1 回、個別支援と成長発達の経過を見て

もらう療育支援を行い、個々の状態や特性に応じて、保護者との面談に繋げ、密

に話し合える場を提供した。 

 

２、教育及び保育内容 

養護 登園時には、視診、触診、検温をしながら園児の健康状態を確認し、発熱や体 

調の異常に気づき、早めに対処するように努めている。健康状態が気になる場 

合には、朝礼や伝達ノートを通じて情報を共有し、体調の変化や保護者からの 

質問に対して担任以外の保育教諭でも対応できるようにしている。 

また、情緒が不安定な園児に対し、担任以外でも副園長・主幹又は保育教諭が必

要に 応じて抱っこやおんぶ等、個別に関わり愛着形成や信頼関係を築けるよう

な働きかけを心掛け、情緒の安定を図っている。 

教育 「異年齢保育」を軸として、園児が主体的に活動し、経験できるように様々な環

境を提供している。ルールのある遊び（色鬼やハンカチ落としなど）や伝承遊び、

リトミックやストップゲームなど、保育者を交えて子ども同士の関わりがより一

層深まる集団遊びを提供し、教育保育の充実を図った。２歳児クラスでは、巧技

台を活用しホールにサーキットを作り、運動遊びが充分に体験できる活動を展開

した。天気の良い日にはお散歩に出かけ、保育教諭との言葉のやりとりを楽しみ

ながら、外での活動を意欲的に楽しむことができた。子どもが自ら好きな遊びを

選択できる選択性保育や、環境の見直しを行いながら、ゾーン活動の充実を図り、

行事等における取り組みの中で、成功体験を重ね、自己肯定感を高められるよう

にしている。 

環境 例年同様、年長児クラスが中心になり畑での野菜栽培を行った。春先には、職 

員の家族の協力を得て、耕運機で畑を耕した。畑の土が痩せてきている状態に 

あり、牛糞から鶏糞に変え、石灰や肥料を多めに畑に蒔いて耕した。 

園児に植えたい野菜の聞き取りをし、ピーマン、じゃが芋、ラディッシュ、大根

の苗や種植えをし、例年収穫が多かった野菜を栽培することにした。また、初め

てズッキーニも挑戦し、数本ではあったが、大きく実り、感触を楽しむ姿が見ら

れた。畑の肥料を重視したおかげで、ピーマンやじゃが芋、大根に至っては１０

４本も採れるなど大収穫だった。手で土の感触を味わいながら植え、匂いを嗅い

だり、その場で収穫した野菜を味わったりと、五感を使う楽しい体験となった。



野菜を大・中・小に分ける作業では、色々な数え方がある事を知り、その体験か

ら大きな学びにつながる畑の活動となった。 

天気の良い日は、園庭や散歩など、戸外活動の充実を図っている。特に今年度は、

初めて旭ヶ丘の公園までお散歩に行くなど、新たな散歩コースの発見で、幅広い

散歩活動が展開できた。保育室内の遊び以外に、ホールにコーナーを設置して２

歳児も交えた、異年齢保育の展開や、マンネリ化しない工夫を職員間で話し合い、

遊び込める環境提供を心掛けた。 

言葉 毎日の「朝の会」や「お帰りの会」などの集会で、園児が手を挙げて発表する場

を設け、全体の話や人の話を最後まで聴く態度を身につけられるようにしている。

今年から環境を縦長の並びから、横長の並びへと変えたことで、後ろまで行き届

かなかった目が届くようになり、子どもたちも集中して話が聞けるようになった。

ここ数年のパターン化した問いかけやマンネリ化した返答などを見直し、子ども

の考える力を引き出す為に工夫を凝らし、文字や数字など発達にあった言葉が

け・配慮がされた事で、自信をもって子どもたちは、言葉にして伝えられる経験

が増えてきている。また、未満児クラスでも言語の発達を促すために、午睡前は

毎日必ず絵本や紙芝居の読み聞かせの時間を設けており、その他にも読み聞かせ

をする機会を日常の生活の中で取り入れている。 

表現 未満児クラスは保護者参観日の「ミニ発表会」に劇遊びを通して表現する楽しさ

を味わい、以上児クラスは「成道会」に向けてストーリー性にとんだ構成を考え、

各担任の思いが詰まった発表となった。 

3学期には、以上児クラスが各クラスで鍵盤ハーモニカを使って、子どもたちに 

見合った合奏に取り組み、お別れ会に演奏した。今年度も、3歳児 

が鍵盤ハーモニカに興味関心を持ち挑戦していた。 

障がい児保育 姉妹園である「児童発達支援センター桂堂学園」から 月に一度療育支援員が来 

園し、発達の気になる子へのケアや、必要に応じて保護者の相談にも対応してい 

る。併行通園児 年長児１名 年中児２名（途中転園１名）年少児１名。中程 

度障がい児１名。 

 

３、教育及び保育の内容に関する全体的な計画及び評価 

 全体的な計画を作成し、教育課程に基づいて、年、月、週の指導計画を立てて 

教育及び保育を実践している。就学に向けたアプローチカリキュラムの計画を 

新たに立て、年長児は小学校の就学までに身に着けたい力を一年間の目標を立 

てて実施してきた。特にハンカチちり紙を持ち歩く習慣や立って靴を履くなど 

定着してきている。 

日々の活動の中で子どもたちの様子や育って欲しいと感じる姿を職員間で話し合

いながら行っている。今後も、外部研修やキャリアアップ研修等で学んだ知識を

保育教諭等で共有しあい、実践に活かせるように学び、職員の質の向上を図って

いく。 

 

４、健康及び安全 



事故予防 事故防止委員会」を設け、「事故リスク軽減の為のチェックリスト」の確認と 

「インシデントレポート」の事故関連の検証をしている。事故報告書３件を検 

証した結果報告と今後の対策についての話し合いもし、後日職員会議にて報告 

し共有した。 

食物アレルギー 卵アレルギー１名。ピーナッツアレルギー１名。長芋、山芋除去食の子１名。職

員全体でアレルギーの子を把握し、給食調理員とも連携を図り、トレーの色別や

名前カードを用いて間違いのないよう配慮している。食事の際は必ず職員が側に

付き、また席を固定し写真を貼るなどの対応をし、誤食を防いでいる。 

食育 園児が栽培し収穫した野菜を給食調理に使い、食材への興味や関心を引き出すよ

うにしている。また、例年に引き続き 3 歳以上児がカレーライスやフルーチェ作

りを行うクッキング教室は、今年度２回実施でき、年長児のお泊まり保育での夕

食材料を購入するお買い物体験も昨年同様行った。他にもケーキ作りをする等、

調理体験や園児が食への興味が出るような計画を立てて実施した。 

感染症 ４月中旬、「インフルエンザＡ型」を 5 歳児が発症。その後 3 歳児、4 歳児に感

染。兄弟・姉妹間での感染が認められた。未満児、職員の感染も認められ、一気

に拡大した。インフルエンザの発生情報と状況を再度保護者に伝えるとともに、

発症時の対応や医療機関の受診を勧める。濃厚接触者の出入りを禁止し玄関先で

の送迎を協力して貰っている。9 月中旬には、ＲＳウイルスが流行。１２月頃か

ら地域の小学校でインフルエンザの発症があり、中旬になり兄弟間での感染で、

３歳児・0歳児に感染が認められた。その後、園児職員にも感染が拡大した。 

 

５、保護者に対する支援 

保護者 クラス懇談や個人面談の他、要望があれば個々に保護者との話し合いの場を設け

て、子育てに関する相談や依頼に適切に対応している。保育参加には毎年参加し

ている保護者も多く、父親の参加も増えている。今年度は４８名の参加があった。 

虐待 早期発見に努めているが、今年度は虐待を疑うようなケースは 1件もなかった。 

子育て支援 クラス懇談を８月に、個人面談は 12 月上旬に行った。クラス懇談会では、毎年

参加してくれる方の他、今年は 2 組の父親の参加があった。クラス懇談会では昨

年好評だった「私をめぐる１０の言葉」を今年は縮小（５個位）して、保護者の

考えや意見、そして子どもの長所、短所を織り交ぜながら、保護者と共通認識す

る機会として実施した。子育てに関する意見交換をしながら体験談も数多く聞か

れ、保護者同士共感しあう様子も見られる等、保護者間の距離も縮まり有意義な

懇談会となった。懇談会に限らず、園や家での日々の様子を伝えあい、声をかけ

やすい環境づくり、保護者との協力・理解を深められるようにしている。、いつで

も入園希望の見学者が訪問した際には、笑顔で丁寧に園の特徴を伝えながら、質

問や要望にも適切に対応するように心掛けている。 

 

６、職員の資質向上 



一般常識 全職員が書類の提出期限、就業規則などを守るように心掛けている。また、保護

者や来客に対して好感がもてる対応であたり、仕事に適した身だしなみや心配り

のあるマナーで仕事に臨んでいる。 

コミュニケーショ

ン 

全体としては、職員間で話し合うミーティングを密に設けることでお互いに知識

の共有や保育の見通しを立てられる協力体制が整っていた。職員は仕事を進める

上で、上司に対しての報告、連絡、相談を実施し、些細な事でも不安や疑問があ

れば、普段から園長、副園長、主幹保育教諭に相談できる環境が整っている。 

保育教諭の意欲・姿

勢 

研修に参加した職員は研修報告書を提出し、職員会議で報告することで、全職員

が知識を共有し、園の資質向上に繋げるように努めている。未満児クラスの連携

に関して、短時間保育教諭の協力姿勢が良く、園児への丁寧な援助や働きかけ、

他の常勤保育教諭にも寄り添い協力する姿勢が充実していた。新しい職員が加わ

り、思うような動きができず、周りの職員がフオローする事が多かったが、今ま

で以上に連携を図って協力体制を取ることができた。一人ひとりの意識が高まり、

日々「こうしたほうがいいのでは…」と、意見し合える環境となり、より良いも

のとなるよう、どの職員も前向きに意欲的であった。季節の製作物なども、職員

同士が蜜に話し合いをし、年齢や発達段階に見合う内容の物を作り、子どもたち

の製作物も工夫を凝らして、見た人も、楽しく温かい気持ちになるような環境づ

くりができた。満 3歳児・以上児クラスに関しては、今までの職員間での連携や、

必要な約束事であったりルールなどの見直しをした。子ども主体とした活動であ

りつつも、子どもたちが「こども園楽しい！」と思えるように新たな活動を取り

入れる保育が展開されていた。 

指導力 職員の経験年数に限らず、指導力に関して力量の差はあるが、職員の力量を把握

しながら、それぞれの得意、不得意を考慮しながら、フオローし合って、一人ひ

とりの良い面を活かして教育及び保育に力を注げる体制を整えていく。実習生の

指導には、実習クラスの担当は丁寧に指導しており、共に学びながら実践に役立

つように適切な助言を実習ノートに記載している。 

７、今後の課題 

◎新年度、「サービスマニュアル」の読み合わせをして再確認していく。（令和 2年 4月中） 

◎保護者への配慮（連絡・掲示物・信頼など）を丁寧に行い、コミュニケーションを密に図るように努 

める。 

◎ミーティングの中で「環境保育」を再確認しながら、意見を出し合い、話し合いを充分に行う。 

◎日々の保育では指示命令や指導型にならないよう、職員一人ひとりが十分に心がけ、園児主体の教育

保育を行う。 

（教育及び保育の充実を図るため、改訂された指針を元に園児が主体的に活動できるよう、保育を展開

していく。（満３才以上児）） 

◎チーム保育の重要性を認識し、チームの一員として意思の疎通を図り、連携を取り合う姿勢 

を一人ひとりが心がけて教育保育に取り組む。 

◎行事や職務分担を見直して、仕事量の不平等差をなくし仕事内容の軽減について検討する。 

◎アプローチカリキュラムを、年長児担任と内容を見直し、子どもたちに合うカリキュラムの作成を行

う。 

◎衛生管理において夏場の調理環境を改善していく。 



 


